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この研修は４週間にわたってカナダのヨーク大学付属の英語学校（YUELI）で英語を学

びます。 

初めにプレースメントテスト（クラス分けテスト）を受け、実力に沿ったクラス（８段階

前後）に分けられます。一番上のクラスは、そこを卒業すると現地の大学に入学できるので、

専門的な英語も多く使われるとてもレベルの高いものになっているほか、下のクラスはは

とても基本的なことを学ぶので、

簡単すぎて退屈したり、難しすぎ

ていやになったりすることはな

いとおもいます。 

授業は平日のみで１日４時間。

クラスによって午前か午後に分

かれます。授業内ではリーディン

グやリスニングなどの「受け取

る」英語も学びますが、新聞など

の要約・プレゼンテーション・デ

ィスカッションなど、「発信する」

英語を多く学びます。 

授業で話される言語はもちろん

すべて英語です。大変だと感じるかもしれませんがクラスによって先生も聞きやすく、わか

りやすい英語を用いて話してくれるので集中して話を聞けば問題ないです。上のクラスに 

行けばいくほど先生も遠慮なく日常会話に近い話し方になります。クラスの人数は約１８

人ほどでした。人種はアジア系と中東系の人たちがほとんどです。スペイン語圏の人たちも

少しだけいました。日本人は、私のクラスは自分を含めて３人でした。１番多いところでも

４人でした。ほかの研修と比べ、日本人の割合は少ないです。まわりの生徒たちは積極的に

発言・質問します。先生も質問に対する答えだけでなく発言した時に文法・発音などを直し



てくださり、とても丁寧に対応してくれるので授業中はとてもいい雰囲気でした。なので、

細かい発音・文法のミスを恐れずどんどん発言するといいと思います。 

授業以外では、「conversation partner」というものがあり、パソコンで時間の空いてい

るコマを予約して現地の学生と２０分程度英会話をすることができます。週 3 回まで予約

することができます。自分の考えを英語で相手に伝えるとてもいい機会でした。 

週末にはいろいろなアクティ

ビティーがあります。現地の学

生が２人ほど同伴してくれま

す。ツアーとは違い、現地に着

いて主要な場所を回ってからは

基本的に自由行動なので自分が

行ってみたい店などへ自由に行

くことができます。有名なナイ

アガラの滝や、メイプルシロッ

プの森など様々なところへ行き

ます。アクティビティーがない

週末もあり、宿題をしたり、ほ

かのクラスメートと待ち合わせて映画やダウンタウンに行ったりと各々の好きに過ごすこ

とができます。 

食事は、入寮する際にミールカードというプリペイドカードのようなものをもらいます。

そのカードにはあらかじめ 275$がチャージされていて大学構内のカフェやレストランを利

用することができます。食堂のようなものはなく構内にハンバーガーショップや、スタバ、

コンビニなど様々な店が入っている形式になっています。値段は日本で買うものとほぼ同

じか少し高いくらいです。また、大学の外に出てはいけないという規制はないので自由に大

学内外を行き来できます。大学内の食事や施設に飽きたら外に出るのもいいと思います。 

宿題の量はクラスによりますが少なくないので取り組みがいのある内容になっています。

また、自由にできる取り組みの姿勢が重要になってきます。積極的に宿題やそのほかのいろ

いろなことに取り組むことができれば４週間の研修をさらに充実したものにできると思い

ます。 


